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在 日ラオス 系住民の 定住と教育に関す る研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 乾　美紀 （日本学術振興会特別研究員）

1．問題の所在

　一
般 に、イン ドシナ難民の 中で もラオス系住民

は、ベ トナム系住民 と比較すると 、 教育に対する

意識が低く、学校や社会へ の適応に時間がかかり、

学習の達成度も低い と報告されて い る 。 発表者の

米国 ・ウ ィ ス コ ン シ ン州で の経験 （1992年一1995

年）で も、 ラオ ス か らの難民 （ラオ ・モ ン）は ベ

トナム難民 と比較して 、 学習の達成度が低 く、 適

応に時間がかかっ て い た 。

2 ．研究の 目的

　先行研究が指摘するように、ラオス系住民の適

応が遅 く学習の達成度が低い こ とは 、 在日ラオス

系住民にも該当するであろうか 。 該当するとすれ

ば 、 その 理由 と何か 。 こ れまで マ イ ノ リテ ィ の学業

不振の理由は 、
「遺伝説」、「文化原因説」、「学校

原因説」 などの形で説明されてきたが、 実際に定

住に関わ っ た人々 の見解はい かなるものか 。 本研

究では、 特に定住者の学習の達成度や本人の学習

経験に つ い て イ ン タ ビュ
ー調査を行うこ とによ り

明らか にする こ とを目的とする。

3 ．研究の手法 ；

　かつ て難民定住促進セ ンターが設置されて い た

ため 、
ベ トナ ム系及び ラ オス系住民が居住 して い

る兵庫県 （姫路市周辺）をフ ィ
ー

ル ドとし、 学校

関係者 、 元定住促進セ ン ター職員 、 日本語教員、

定住者の雇用主な どの非定住者及び 、 定住者、定

住者の 子 どもにイ ンタビ ュ
ーを行う。

4 ．先行研究

　これまで 、 イン ドシナ難民の学習の達成度や適

応に関して、以下のような研究がなされて いる 。

　まず Ratabant（1989）が、サンディエ ゴ定住の

イン ドシナ難民の高校生の 成績 （GPA）を調査した

ところ、図 1に示すとお リベ トナ ム系の 生徒の成

績が一番高 く、彼らの うちの半数以上 （53．4％）

が GPA3．0 以上 を取っ てい る こ とが明らかにな っ

た。図 1に よると、ラオス 出身の ラオやモ ン の生

徒 、 そ して カンボ ジア 出身の 生徒の GPAは、ベ ト

ナム系生徒の それ よ りも低い こ とが分か る。

図 1．イン ドシナ難民生徒の GPA
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（Hanes　ed．1989，　p．169より発表者作成）

　一
方、 日本定住の イン ドシナ難民に関して 行わ

れた調査結果には、「ラオス の定住者は、日本語の

理解に 乏 しい 」、「進学者が少ない 」 こ とが特徴づ

けられて い る （難民事業本部 1996，　p．17， p．185）。

こ の理由には 、 どの ような背景が存在するの だろ

うか。近年行われた東京大学ニ ュ
ーカマー研究会

に よる調査で は、ラ オ ス 系住民の 学校へ の適応が

遅い 理 由は、親の教育資源が乏しく、日本人また

は同国人 との ネ ヅ トワ
ー

クが弱い ためである と結

論づけて い る （志水 ・清水編 2001， p．185）。

　次に La  は 、 ア メ リカに住むラオス 系住民にイ

ンタビュ
ー調査を行 っ て い るが、その 調査結果を

引用 ・翻訳すれば、「学校の プ ロ グラ ム で は 、
ベ ト

ナム 生徒が優先されて、ラオスやカ ンボ ジ ア の 生

徒の文化的・心理 的なニ ーズは無視され た。 」、「ラ

オスの生徒は常に優秀なベ トナム の 生徒と競争せ

ねばならなか っ た 。 」 （Lang　1990，　 p．197）とい う

事実がある 。 こ こ には、難民側だけでは く、学校

側に も問題があ っ た様子を伺うこ とがで きる 。

5．本研究の位置づけと分析方法

　先行研究で は 、
ラ オ ス系生徒の 適応の困難性や

成績の 低さを指摘するに 留まっ て お り、その具体

性や理 由につ い てはほとんど言及 されて い な い
。

こ の ため、本研究では 、 ラオス 系住民 の定住に関

わっ た人々を調査対象 とし、 総括的な見解を得る。
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　調査結果の分析方法 として、インタビ ュ
ー内容

をテ
ー

プ起こ しし、 学習達成の低さや学習経験に

つ い て 言及 したキー
ワ
ードを要因とみなす。 その

上で 、要因間の 関係を考察する （図 2参照）

6 ．調査結果

イン タビ ュ
ーの 抜粋 ：〈 1．雇用主 の コ メ ン ト〉

　 日本語やけどね、片言だけで字が読めん人が多

い わ。ベ トナム の方の 方が早い んちゃ い ます？（中

略）ラ オ ス の 方もは っ き り話せる方多い ですよ。

ベ トナムの方の ほうが熱心みたいやね 。理由ね え、

や っ ぱ しどない い うんか 。 ベ トナム とラ オス い う

たら盟 全然違 弖か らね 。 ラオス は どない うん

か、世fi　c＝ WUL ）国やか らね。 教童なんヱ：ほ

とん幽 たんちゃうかね 。 今雇 っ て い るの は、

40代ですね。 そ うやね、10 年いたっ て 日本語で

もなんぼ教えて も分か らん ら しいか らね。

〈 2 ．定住者の 子 ども （2 世 ）の コ メ ン ト〉

私 らに特別な教育っ て ？なかmtrena ，， ニ オス

　 ’亅 fi 、 　一 、
、
　 ベ トナム の 子は、

ベ トナム

の生春巻きつ くっ たり歌を歌っ た りする教室があ

るみたい 。
〈 中略〉特に私の頃は、先生普通に授

業して て 、
「こ の 部分分か っ たか ？」っ て 聞くけど

ね 。 だから、 先生も私もそ うやけど、萱別に何か

　　　
’一

　 い
一
　力　、　 一

。 普通に授業受けて

っ て感 じや っ た 。 私はね、どうして も 「隠そう」

とい うとこ ろがあ っ たからね。そ う、少な巨か弖。

今み たいなオープ ンな時代やっ たらね、 文化の 交

流もで きるんやけど、控えめやっ たからね。

図 2 ．ラオ ス 系住民の 学習達成度力紙 い理由

〜定住者の不変の性質

，

7 ．まとめと考察

　 イン タビ ュ
ーを行 っ た結果 、 先行研究が指摘 し

たとお り、非定住者からは、ラオス系の住民の学

習達成度は 、
ベ トナ ム 系住民 よりも低い傾向があ

ると指摘される こ とが多か っ た 。 その要因に つ い

ては、非定住者と定住者で 回答が 二 分された。

　 まず 、 非定住者か らは、 その要因をラ オス系住

民の経済状況の悪さやのんび りして争い ごとを好

まな い 国民性な ど、
「定住者を取 り巻 く不変の性

質」 に言及する傾向があっ た。 また 、

「母国 ・ラ オ

ス で の環境」 に触れ、
ベ トナム と比較 して人口が

少な く静かな環境のため、競争に慣れて い な い こ

と、
．
ラオス では教育が整備されて い ない ために、

教育に対する意識が低い こ となどと指摘した 。 す

なわち非定住者か らは 、 定住者の 文化や生活スタ

イルに原因を帰する 「文化原因説」 に近い指摘が

な されたのである 。

　
一方、定住者自身 （

一部難民支援者を含む）は、

学校が、ベ トナ ム系と比較するとご く少数派だ っ

たラオス 系子弟に対 して特別な配慮を施 さなか っ

たこ とや現在の支援体制が未熟である こ とが影響

してい ると指摘した。 この ことは、受け入れ側の

環境や体制にも問題がある こ とを指摘 した 「学校

原因説」 に当て はまると言える 。

　 また 、 勉強をして も就職がない とい う理由から

進学しな い者が多い こ とも明らか にな っ た。 実際

に 2世には、就職活動中や就職先で差別的な待遇

を受ける こ とが原因で 、就業 しようとしない ケー

ス が多い （同 じ傾向が ベ トナ ム系定住者にも見 ら

れる）。 この ようなジ レ ンマ は、オグブが唱えた「社

会構造説」 に該当す る と言えるだろう 。

　 これ まで ラオ ス系住民は 、 教育に対す る意識が

低い と言われて きたが、定住者へ の インタビュ
ー

の結果 、 自分たちが教育を受けて い ない 分、子ど

もへ の教育に対 して高い期待を持 っ て い る傾向が

見 られた 。 その ため 、 非定住者側は 「学校原因説」

や 「社会構造説」 に関係する諸要因を改善して い

くこ とを試み、定住者にとっ て学習や就労に対す

るイン セ ンテ ィ ブが働 く環境を作 り上げるこ とが

必要で ある と言える 。

　ラオ ス系住民の 2世が在学する学校の教師によ

ると、現在まで ベ トナム系の 2世に対 して 行 っ て

きた支援を、少数派の ラオ ス系の 生徒に も広げて

い く方針を現在思案中とい うこ とである 。 こ の よ

うな学校の新 しい 動きによっ て 、
マ イノ リテ ィ の

中めマ イノ リテ ィ であるラオス系住民生徒の学習

達成の 向上に貢献すると考えられ る。

〈引用文献は当日資料におい て提示 〉
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